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sumuzu事業ビジネスモデル概観

その他事業として、自社保有物件の賃貸運営を有しております。
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仕入
子会社

建築業者

オンライン注文住宅
分譲益

富裕層顧客

sumuzu Matching

富裕層向け住宅用不動産事業

売却案件

獲得

不動産会社

一般顧客

販売活動開発&仕入 建築

売却依頼による仲介

販売

仲介料

販売仲介

仲介料 紹介料

紹介

sumuzu 事業

競
合
優
位
性

顧客データ活用による
効率的な販売活動

3.6ヵ月*注

土地平均保有期間

*注 22/3期第１四半期実績

顧客の「理想の家づくり」を一気通貫でサポート

強固な財務基盤
による安定した仕入

自己資本比率

57.4％*注

建物完成までサポート
高い顧客満足度向上

口コミ・紹介リピート成約

28.6％ *注

既存顧客のリピート
により効率的に販売
が可能。
既存事業との強力な
シナジーを発揮。

収益
事業

富裕層向け
収益用不動産
事業の開始

リピート：12.5％

メーカー・顧客等紹介：16.1％



2022年３月期第１四半期決算数値サマリ

2 2 / 3期 1 Q

業績進捗
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売上高 2,608  百万円 前1Q比 + 1,836 百万円増 （237.7 ％増）

営業利益 563  百万円 前1Q比 + 649 百万円増 （赤字から回復）

当期純利益 360  百万円 前1Q比 + 418 百万円増 （赤字から回復）

インサイドセールス、インターネット活用による営業効率化と
収益用不動産事業の業績寄与により収益力が大幅強化。

１Q時点

事業K P I

在庫保有期間（土地） 3.6か月 前期(通期) 3.9か月

確定在庫 6,294百万円 前期末時点 4,719百万円

経常利益率（/売上高） 21.2％ 前期(通期) 7.8％

自己資本比率 57.4％ 前期末時点 53.4%

販売好調のため会計上の棚卸在庫は前期比で減少したが、仕入
契約済の確定在庫は順調に増加しており、成長余力を確保。

*確定在庫額は仕入原価での算定（棚卸資産と同一）を行っており、売上高で計上される物件の販売額とは異なります。
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仕入 販売

富裕層
データ蓄積

プラットフォーム
活用による効率化

3.6ヵ月

在庫量増加と在庫回転高速化

販売好調により棚卸資産は減少したものの、１Q末時点の契約済確定在庫あり。

＊在庫保有期間については当社主力の土地売買について実績値平均を記載しており、一部販売用不動産であっても、特殊事情を含む物件については除外しております。
確定在庫は、１Q末時点で契約済かつ未決済物件を算出しております。仕入原価での算定（棚卸資産と同一）を行っており、売上高で計上される物件の販売額とは異なります。

土地平均保有期間
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単位：百万円

3.9ヵ月

22/3期1Q実績
21/3期通期実績

2,369

１Q契約済
の確定在庫
3,925百万円

棚卸資産と確定在庫の合計推移

3,183

前期末時点
契約済の
確定在庫
1,536百万円

棚卸資産

33.4％増

＊



効率的な営業活動を実現

顧客データ活用による効率化により一人当たり営業利益が増加
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従業員１人当たりの連結営業利益（クオータリーごと累計値）

（単位：万円）

国内「不動産セクター」企業平均：1,184 万円
▶うちマザーズ企業：1,036  万円

（通年）

（通期水準）

＊不動産セクターおよびマザーズ企業平均値についてはキャピタルアイキューおよび四季報より2021年8月10日時点の最新情報を参考に算出。
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今期業績および配当予想について
（2021/5/14開示数値から変更なし）

新型コロナウイルス感染症が事業活動及び経営成績に与える影響により、
通期の業績予想は困難でありますが、現時点における今期業績予想および
配当予想は、既に開示済（2021/5/14）の通りとし、変更はありません。

今期着地予想
（22/3期）

前期
実績比

当第1四半期
実績進捗

売上高 100億円 21.8％増 26.08億円 26.1％

営業利益 11.0億円 63.6％増 5.6億円 51.2％

経常利益 10.5億円 64.3％増 5.5億円 52.5％

当期純利益 6.5億円 51.4％増 3.6億円 55.4％

配当金/１株 50円 40円 - -
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年度ごとの業績推移

5,581
6,441

8,086

1,002

売上高 営業利益 当期純利益

860

696

（百万円）

今期（22/3期）において売上高・利益ともに過去最高を想定。

注）2019.3期1Q以前の数値については、監査導入前の数値が含まれます。
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富裕層顧客に特化した事業展開
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※LTV：Life Time Value（顧客生涯価値）

大相続時代の継続とコロナ経済からの回復を見据え収益不動産事業を本格始動！

注文住宅用 土地開発・分譲

累計顧客データ
(22/3期1Q時点)

約2.3万件

【最大の競合優位性】
獲得ハードルが高い富裕層顧客とリテンション

建築マッチング( sumuzu Matching )

富裕層向け収益用不動産事業

エリア拡大戦略

データビジネス

クロスセルによる新規事業の創出

クロスセルによる新規事業：顧客データをもとに既存顧客と親和性が高い商品を開発
▶既存顧客への販売による顧客獲得コストが不要の高効率営業

富裕層顧客データをベースにした

クロスセルによる事業展開
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非対面の家づくり「sumuzu Matching」

デザイン性に優れた資産価値の高いオーダーメイド住宅をITを活用してローコストで実現

変形地もプラスに変える提案力

高低差のある土地や変形地でも、実

績のある建築会社がプラスに変える

建築デザインをご提案します。

建築デザインの比較・検討を

ネットで完結

無料で複数の建築デザインをネット

コンペで比較・検討できます。

資産価値を高める建築デザイン

多くの実績を誇る建築会社が、街の

特長を生かして資産価値を高める建

築デザインをご提案します。

※建築実績



成約顧客における当社の競合優位性

メインの成約顧客層は富裕層顧客であり

不動産ビジネスの“ストック化”による効率的営業活動を展開

富裕層顧客からのリピート・紹介が強み

インターネット＋リテンションによる成約が全体の78.6％
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リテンション強化

LTVの更なる向上

LANDIX
プレミアムクラブ

富裕層

マス層

一般層

メインターゲット

リテンション：顧客・社員・競業先等からの紹介、リピーター（2度目以降の取引）からの成約を指します。

口コミ・紹介リピート

28.6％

現地看板等

8.9％
ネットからの

成約

50.0％

その他

12.5％



当社特長であるリピート・紹介取引の増加

富裕層顧客の特長であるリピート・紹介の増改に

よりさらに安定した収益モデルの実現に寄与。
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LANDIXプレミアムクラブ

成約顧客を中心とした限定会員クラブ

新規顧客の紹介、リピート取引に対する特典付与、

富裕層向け情報提供等により顧客との関係値向上。

富裕層データ
蓄積・活用

新分野への
成長

リピート顧客
の活性

当社事業の成長を加速させる

顧客データ獲得 ▶ 収益力向上

の事業基盤構築

富裕層を対象とした新規事業の販路確保

優良な富裕層顧客データストック蓄積により、既

存事業との強力なシナジーを実現していきます。



社会貢献活動とSDGsへの取組み
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SDGsへの取組み
「喜び」「感動」の輪を広げ、より魅力的な社会へ。

不動産を通じてより美しい街並みと安心して暮らせる街づくりを進め、街の魅力の発信に貢献して
いきます。
ステークホルダーの皆様との関わりにおいて信頼関係を築き、今後も長期的な目線で社会貢献活動
を行っていくことで、社会と共に成長できる企業を目指します。

For Society

地域活性やスポーツ振興にも力を入れ、「世田谷246
ハーフマラソン」への協賛を行っております。2020
年より子どもたちのための支援団体への寄付を開始。
継続的にサポートを行います。

For City

不動産を通じてより美しい街並みづくりを行い、生
活する方々に喜びと感動を提供していきます。デザ
イン性と資産価値、地域の美観を向上させるサービ
ス開発を行います。

For Customers & Business Partners

透明性の高い情報の提供を行っていきます。あらゆ
る分野でIT化が進む中、建築マッチングにおいてお
客様とパートナーの皆様の架け橋となるサービスを
提供し、新たな不動産ビジネスの形を追求します。



社会貢献活動

13

認定NPO 法人キッズドア基金
2020コロナウイルスに負けるな！市民団体応援助成事業

当社グループでは、コロナウィルスの感染拡大に伴う日本経済全体の経済状況
の不振に鑑み、2020年5月より「認定NPO法人キッズドア基金」へ支援募金を
実施しております。コロナ下における困難な状況にある子供・学生を対象とし
た活動であり、仲介契約売上の一部から支援を行うものです。

仲介契約ごとに

一定額の寄付金
を積み立て



会 社 名 株式会社ランディックス

設 立 2001年2月

本 社 所 在 地 東京都世田谷区新町三丁目22番2号

資 本 金 486,594千円

代 表 取 締 役 岡田 和也

従業員（連結） 65名
（役員除く 2021年6月末時点）

事 業 拠 点 桜新町本店・自由が丘センター・恵比寿センター
自由が丘サテライトオフィス（2021年3月15日～OPEN）
目黒本社（2021年12月完成予定）

連 結 子 会 社 株式会社グランデ
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会社概要


